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且堕：象牙質被着面を70％エチルアルコールに
より超音波洗浄した場合の，レジンの接着性に

及ぼす影響について観察する事を目的に，本研

究を行った。

鯉左法：試料には，抜歯後抜髄し生理食
塩水中に冷凍保存した牛下顎永久切歯86歯を
用いた。使用材料別に2群を設けた。　（1群：

BiscoDental社のAi1・・Etch，　PrimerAand　B，

Dentin／EnamelBonding　Resin，2群：サンメ
デイカル社の10－3水溶液，Sup　er　bO　nd　Pri　mer，

Superbond　DLiner）。コンポジットレジンは，
クラレ社のCle　arfil　Photo　A　nt　er　io　r（シェード

：A2）を用いた。まず，70％アルコールによる

1分間の超音波洗浄効果について走査電子顕微
鏡（SEM）で観察した。次いで，勇断接着試験を

行った。この際，＃600のエメリーペーパーで
最終研磨した象牙質被着面を70％アルコールに

より1分間超音波洗浄した群とアルコールによ

る洗浄を行わなかった群とを設けた。更に，既
報に準じて，非サーマルサイクリング群とサー

マルサイクリング群とを設けた。

P　　塞：1），エチルアルコールによる
超音波洗浄後の象牙質面には，象牙細管が開口

している部分が観察された。2），非サーマル
サイクリング群とサーマルサイクリング群の接

着強さを比較すると，1群のアルコール洗浄な

しの場合のみに有意差がみられ，サーマルサイ
クリング群の方が高かった。3），アルコール
洗浄の有無別に接着強さを比較すると，1群の
非サーマルサイクリング群と2群のサーマルサ
イクリング群に有意差が見られ，両群ともにア

ルコール洗浄を行った場合の方が高い値を示し

た。4），切削研磨後の象牙質被着面を70％エ
チルアルコールで1分間超音波洗浄した場合，
接着強さが有意に高くなる傾向が観察された。

これは，アルb÷ルによる被着面の洗浄効果に

加え，アルコールによる象牙質の乾燥及び組織
固定作用が影響している可能性が考えられる。
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目的：近年、子供の食物摂取機能の低下が問

題になってきている。特に幼児期は吸畷運動

から咀唱運動への転換期であり、重要な時期

である。そこで幼児期の咬合力・咀噌能力に

関して調査し若干の知見を得たので報告す
る。

対象並びに方法：九州歯科大学附属病院小児

歯科外来を受診した3歳児から5歳児で、測定

に十分協力し得る小児80名を調査対象とし

た。咬合力の測定は、個歯咬合力を測定し

た。最大噛み締め時で咬合させ両側、上下顎3

回ずつ測定し咬合力計の最大値を被験児の最

大咬合力とした。咀噛能力の測定はATP穎

粒剤を、ゴム製指サックに包填し、咀噌させ

た。ATP穎粒を蒸留水中に開き濾過し、分

光光度計を用いて濾液の吸光度を測定し、そ

れを％に換算し咀囑能力とした。

結果：1．咬合力の平均値は、男児において3

歳14．01kg、4歳15．64kg、5歳21．34kg、女児

においては3歳13．69kg、4歳15．22kg、5歳

20．39kgでした。

2．咀囑能力は男児において3歳7．04％、4歳

8．27％、5歳9．22％であり、女児においては3

歳は6．75％、4歳7．99％、5歳8．42％であっ

た。

3．咬合力と咀團能力の相関係数は3歳児で

O．612、4歳児でO．333、5歳児で0．549であ

り、全体で0．634（p〈0．01）であった6

　今回の調査結果を元に、今後さらに小児の

咬合力・咀囑能力の変化を観察していく必要

がある。
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